
30 開講区分

（　２　） 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義

3 ／ 講義

4 ／ 講義

5 ／ 講義

6 ／ 講義

7 ／ 試験

8 ／ 講義

9 ／ 講義

10 ／ 講義

11 ／ 講義

12 ／ 講義

13 ／ 講義

14 ／ 試験

15 ／ 講義

科目名
（英）

エコロジー概論・動物関連法規
必修
選択

必修 年次 担当教員 髙山　清次

( Introduction to eEcology・Related Laws and Regulation  ) 授業
形態

講義
総時間
（単位）

後期

1

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科・2年制（昼間Ⅰ部）

教員の略歴 1985年麻布大学大学院獣医学部博士課程修了、ブルークロス動物病院院長

授業の学習内容
世界の環境問題　生物の減少　森林の減少
海洋汚染　地球温暖化　暮らしとエネルギー　生活とゴミ
食生活　動物園と水族館の環境　動物病院とペットショップ　牧場と山里

到達目標　 日常的に自然と環境に対して配慮できるようにする

評価方法と基準 筆記試験：100％

授業計画・内容

世界の環境問題に関して理解できる
野生生物の減少について理解できる 講義範囲を予習・復習する。

森林の減少　熱帯林の減少について理解できる
地球温暖化の原因について理解できる 講義範囲を予習・復習する。

海洋汚染　大切な海について
青い星がにごり始めた原因を理解できる 講義範囲を予習・復習する。

暮らしとエネルギー・食生活・
生活とゴミについて理解できる 講義範囲を予習・復習する。

動物園と水族館の環境ズーストック計画
牧場・山里の環境について理解できる 講義範囲を予習・復習する。

すべては自分とつながっており、環境問題は他人
事ではないことを理解できる 講義範囲を予習・復習する。

評価試験 試験範囲を勉強し、試験後、見直す。

法について学ぶ意義を知る 講義範囲を予習・復習する。

家畜衛生法関連・感染症法・
狂犬病予防について理解する。 講義範囲を予習・復習する。

愛護と管理の法について理解する。① 講義範囲を予習・復習する。

愛護と管理の法について理解する。② 講義範囲を予習・復習する。

外来法について理解する。 講義範囲を予習・復習する。

準備学習　時間外学習 学校の図書やインターネットを利用して講義の範囲内を予習・復習する。

　【使用教科書・教材・参考書】　 

「次世代のための環境教育　株式会社滋慶出版」

鳥獣保護法について理解する。 講義範囲を予習・復習する。

評価試験 試験範囲を勉強し、試験後、見直す。

評価試験返却・解説・まとめ 試験範囲を振り返り、理解を深める。



30 開講区分

2 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義

3 ／ 講義

4 ／ 講義

5 ／ 講義

6 ／ 講義

7 ／ 試験

8 ／ 講義

9 ／ 講義

10 ／ 講義

11 ／ 講義

12 ／ 講義

13 ／ 講義

14 ／ 試験

15 ／ 講義

科目名
（英）

アニマルベーシック、アニマルヒストリー
必修
選択

必修選択 年次 担当教員 髙山清次

(History of Animals and Human/Basic Animal Study ) 授業
形態

講義
総時間
（単位）

前期

1

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科・2年制（昼間Ⅰ部）

教員の略歴 1985年麻布大学大学院獣医学部博士課程修了、ブルークロス動物病院院長

授業の学習内
容

＜アニマルベーシック＞動物に関する勉強をする場合の生物学的基礎知識を理解することを目的としている。
＜アニマルヒストリー＞動物に関する歴史を学び、現代社会において、いかに動物との関係が必要であるかにつ
いて理解することを目的とする。

到達目標　

＜アニマルベーシック＞この科目を受講した学生が、基礎生物学の知識を身につけることにより、動物業界で活躍
する人材になることを目標としている。
＜アニマルヒストリー＞この科目を受講した学生が、広い視野と柔軟な考え方を持ち、「人と動物のより良い関係」
を築くことができる業界人になることを目標としている。

評価方法と基準 定期試験：80％　授業内評価：20％

授業計画・内容

光合成・食物連鎖、血液の役割・成分・生成、
消毒・滅菌を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

ズーノーシス、濃度計算と希釈法、バイタル
サイン、生体防御システムを説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

エイズと免疫、アレルギーと免疫、ワクチンと
免疫、外分泌と内分泌、代謝を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

五大栄養素、遺伝、繁殖、イヌとネコの交配を
説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

DNA・遺伝子・ゲノム、体細胞クローン動物、
外来種、絶滅危惧種を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

温暖化、酸性雨、オゾンホール、エコロジー関
連の国際条約を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

評価試験 試験範囲を勉強し、試験後、見直す。

動物の進化とゲノムDNAの進化を説明でき
る。 講義範囲を予習・復習する。

イエイヌの歴史、人間と家畜の歴史、動物の
仕事に携わる基としての倫理を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

ペットビジネスの種類を説明できる。環境を守
る観察と観光について知識を深める。 講義範囲を予習・復習する。

動物介在療法（AAT）と動物介在活動（AAA）、動物が人に与える効
果について、セラピーに向く動物の育成、ペットロスを説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

牧羊犬、警察犬、救助犬身体障害者補助犬
法、盲導犬、介助犬、聴導犬を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

「ECO業界で役立つ基礎生物　株式会社滋慶出版」「動物年表で知るアニマルヒストリー　株式会社滋慶出版」

BSE問題、鳥インフルエンザ、日本の食料自
給率、動物愛護問題を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

評価試験 試験範囲を勉強し、試験後、見直す。

評価試験返却・解説・まとめ 試験範囲を振り返り、理解を深める。

準備学習　時間外学習 学校の図書やインターネットを利用して講義の範囲内を予習・復習する。

　【使用教科書・教材・参考書】　 



30 開講区分

（　2　） 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義

3 ／ 講義

4 ／ 講義

5 ／ 講義

6 ／ 講義

7 ／ 試験

8 ／ 講義

9 ／ 講義

10 ／ 講義

11 ／ 講義

12 ／ 講義

13 ／ 講義

14 ／ 試験

15 ／ 講義

科目名
（英）

動物人間関係学
必修
選択

必修 年次 担当教員 横山昌美

( Study of Human-Animal Bond) 授業
形態

講義
総時間
（単位）

後期

1

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科Ⅰ部

教員の略歴 動物系専門学校卒業後ドッグスクール勤務、動物病院勤務（臨床経験13年)愛玩動物看護師看護師

授業の学習内
容

動物が人間社会で果たしている役割やその背景・歴史について学び、人と動物の関係をと心理学的及び社会学
的側面から、その実態、課題等を含め理解する。

到達目標　
この科目を受講した学生が、広い視野と柔軟な考え方を持ち、「人と動物のより良い関係」を築くことができる業界
人になることを目標としている。

評価方法と基準 定期試験：80％　授業態度と参加度：20％

授業計画・内容

人と動物とのふれあい活動(CAPP)を理解す
る 講義範囲を予習・復習する。

人と動物とのふれあい活動(CAPP)を理解す
る 講義範囲を予習・復習する。

動物介在活動(AAA)を理解する 講義範囲を予習・復習する。

動物介在活動(AAA)を理解する 講義範囲を予習・復習する。

動物介在療法(AAT)を理解する 講義範囲を予習・復習する。

動物介在療法(AAT)を理解する 講義範囲を予習・復習する。

動物介在教育(AAE)を理解する 試験範囲を勉強し、試験後、見直す。

動物介在教育(AAE)を理解する 講義範囲を予習・復習する。

動物介在教育(AAE)を理解する 講義範囲を予習・復習する。

人と動物との絆(HAB)を理解する 講義範囲を予習・復習する。

人と動物との絆(HAB)を理解する 講義範囲を予習・復習する。

人と動物との絆(HAB)を理解する 講義範囲を予習・復習する。

準備学習　時間外学習 学校の図書やインターネットを利用して講義の範囲内を予習・復習する。

　【使用教科書・教材・参考書】　 

　　

人と動物との絆(HAB)を理解する 講義範囲を予習・復習する。

評価試験 試験範囲を勉強し、試験後、見直す。

評価試験返却・解説・まとめ 試験範囲を振り返り、理解を深める。



30 開講区分

2 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 〃

3 ／ 〃

4 ／ 〃

5 ／ 〃

6 ／ 〃

7 ／ 〃

8 ／ 〃

9 ／ 〃

10 ／ 〃

11 ／ 〃

12 ／ 〃

13 ／ 〃

14 ／ 〃

15 ／ 〃

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科・2年制（昼間Ⅰ部）

科目名　　　　　　　　　　　　　動物の健康管理
（英）　　　　　　　　　　　（Health Management of Animals）

必修
選択

必修 長嶺 幸介

授業
形態

講義
総時間
（単位）

前期

年次 1 担当教員

飼養管理に対する責任について理解す
る

ノート整理とまとめ

教員の略歴 競走馬牧場、乗馬クラブ、総合ペットショップ、移動動物園の勤務経験あり、NPO法人生態科学研究所副理事

授業の学習内
容

身近な哺乳類について分類や品種、習性や体の特徴などを知ることで正常な状態なのかを知り適正飼育ができる
ように学ぶ
またその動物の病気や飼育環境についても学び飼育に生かす

到達目標　
・動物について学び適正飼育ができるようになる
・動物たちについて理解しようとする、努力ができる
・正常を知って異常に早く気づき、適切に報告や対応、検証ができるようになる

評価方法と基準 授業内評価：40％　　定期試験：60％

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

モルモットについて理解できる 〃

モルモットの管理、デグーについて理解でき
る 〃

デグーの管理、チンチラについて理解できる 〃

チンチラの管理、ウサギについて理解できる 〃

ウサギの管理、リス科動物について理解
できる

〃

プレーリードックとジリスについて理解で
きる

〃

プレーリードックとジリスの管理について
理解できる

〃

シマリスについて理解し管理できる 〃

ハムスターについて理解し管理できる 〃

ハリネズミについて理解し管理できる 〃

フェレットについて理解し管理できる 〃

フクロモモンガについて理解し管理でき
る

〃

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　 

テスト 〃

まとめ 〃



30 開講区分

2 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 〃

3 ／ 〃

4 ／ 〃

5 ／ 〃

6 ／ 〃

7 ／ 〃

8 ／ 〃

9 ／ 〃

10 ／ 〃

11 ／ 〃

12 ／ 〃

13 ／ 〃

14 ／ 〃

15 ／ 〃

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科・2年制（昼間Ⅰ部）

科目名　　　　　　　　　　　　　　　　　栄養学
（英）　　　　　　　　　　　　　　　　（Animal Nutrition）

必修
選択

必修選択 宮崎 みどり

授業
形態

講義
総時間
（単位）

前期

年次 1 担当教員

食について知る 予習・復習

教員の略歴 インターナショナル・アニマル・コーチでフラミンゴショー、ドックショーを担当　

授業の学習内
容

人間の食について知り考え、動物についても考えられるようにする
そのために必要なことを学ぶ

到達目標　
・知識を学び自ら考えられるようにする
・「なぜそれをやるか」考える

評価方法と基準 レポート：60％　テスト：40％

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

消化器系の働きを理解できる 〃

〃 〃

添加物について理解できる 〃

栄養について理解できる 〃

タンパク質について理解できる 〃

〃 〃

脂質について理解できる 〃

糖質について理解できる 〃

ビタミンについて理解できる 〃

ミネラル・水について理解できる 〃

エネルギーについて理解できる 〃

予備日 〃

　【使用教科書・教材・参考書】　 

テスト 〃

まとめ・振り返り 〃

準備学習　時間外学習



30 開講区分

2 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義

3 ／ 講義

4 ／ 講義

5 ／ 講義

6 ／ 講義

7 ／ 講義

8 ／ 講義

9 ／ 講義

10 ／ 講義

11 ／ 講義

12 ／ 講義

13 ／ 講義

14 ／ 試験

15 ／ 講義

準備学習　時間外学習 学校の図書やインターネットを利用して講義の範囲内を予習・復習する。

　【使用教科書・教材・参考書】　 

学校の図書室にある公衆衛生関係の本やインターネットを利用する。

②ズーノーシスの予防を実践することができ
る。 講義範囲を予習・復習する。

評価試験 試験範囲を勉強し、試験後、見直す。

評価試験返却・解説・まとめ 試験範囲を振り返り、理解を深める。

②病原体について理解することができる。 講義範囲を予習・復習する。

ワクチンの仕組みについて述べることができ
る。 講義範囲を予習・復習する。

①ズーノーシスを理解することができる。 講義範囲を予習・復習する。

①消毒のしくみについて理解することができ
る。 講義範囲を予習・復習する。

②消毒のしくみについて理解することができ
る。 講義範囲を予習・復習する。

①病原体について理解することができる。 講義範囲を予習・復習する。

②環境衛生について理解することができる。 講義範囲を予習・復習する。

疾病の定義について理解することができる。 講義範囲を予習・復習する。

防疫について、実践できる。 講義範囲を予習・復習する。

公衆衛生の概要を把握する。 講義範囲を予習・復習する。

動物のよい飼育環境を理解することができ
る。 講義範囲を予習・復習する。

①環境衛生について理解することができる。 講義範囲を予習・復習する。

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科

教員の略歴 1985年麻布大学大学院獣医学部博士課程修了、ブルークロス動物病院院長

授業の学習内
容

疾病や健康増進のしくみを学び、理解し明確な知識を持って、動物関係の仕事をする時はもちろんのこと、日常生
活においても、この知識を役立てる。

到達目標　
この科目を受講した学生が、動物飼育の仕事に携わる時、公衆衛生の知識を持って、行動できることを目標とす
る。

評価方法と基準 定期試験：80％　授業内評価：20％

授業計画・内容

担当教員 髙山清次

(Ｐｕｂｌｉｃ Morality Health ) 授業
形態

講義
総時間
（単位）

前期

1科目名
（英）

公衆衛生
必修
選択

必修選択 年次



30 開講区分

2 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義と演習

3 ／ 講義

4 ／ 講義

5 ／ 講義

6 ／ 講義

7 ／ 講義

8 ／ 講義

9 ／ 講義

10 ／ 講義と演習

11 ／ 講義

12 ／ 講義

13 ／ 講義

14 ／ 試験

15 ／ 講義

準備学習　時間外学習 学校の図書やインターネットを利用して講義の範囲内を予習・復習する。

　【使用教科書・教材・参考書】　 

社団法人　日本動物園水族館協会発行　新飼育ハンドブック　水族館編　第１・４・５集

強化子の種類について理解、説明する事が出来る 講義範囲を予習・復習する。

前期授業内容の理解度を筆記試験で確認する 講義範囲を予習・復習する。

筆記試験結果をもとに重要な点を再確認する 講義範囲を予習・復習する。

オペラント条件付けの理解度を小テストで確認する 講義範囲を予習・復習する。

小テストをもとに重要な点を再確認する 講義範囲を予習・復習する。

強化子と弱化子について理解、説明する事が出来る 講義範囲を予習・復習する。

オペラント条件付け①　オペラント条件付けの定義を理解、説明する事が出来る 講義範囲を予習・復習する。

オペラント条件付け②　強化の種類を理解、説明する事が出来る 講義範囲を予習・復習する。

オペラント条件付け③　罰の種類を理解、説明する事が出来る 講義範囲を予習・復習する。

トレーニングの歴史を理解する事が出来る 講義範囲を予習・復習する。

動物全般の基本的行動の定義と特性について理解、説明する事が出来る 講義範囲を予習・復習する。

馴化の定義と特性について理解、説明する事が出来る 講義範囲を予習・復習する。

オリエンテーション　授業目標と授業内容を理解する 講義範囲を予習・復習する。

課題のトレーニング方法を文章で表現する事が出来る。 講義範囲を予習・復習する。

トレーニングの必要性について理解する事が出来る 講義範囲を予習・復習する。

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科・2年制（昼間Ⅰ部）

教員の略歴
1996年4月～2001年10月まであわしまマリンパークに所属し、飼育、ショーやプログラムなどのエデュケイト企画開
発・実施、スタッフ教育を行う。2003年からは専門学校において講師を行い現在に至る。

授業の学習内
容

動物のトレーニングの背景にある原理と基本法則を学び、これを活用し実際にトレーニングを行う方法を身に付
け、説明をする事が出来る。

到達目標　

・海洋哺乳類の収集方法から初期トレーニングを理解、説明する事が出来る。
・生物の行動の種類を理解、説明する事が出来る。
・生物の行動の種類・学習の原理/基本法則を知り、説明する事が出来る。
・古典的条件づけとオペラント条件づけの区別ができ、説明する事が出来る。・シェイピングを行う注意点を考慮
し、トレーニング（人）を行う事ができ、説明する事が出来る。

評価方法と基準

１．定期試験（１０0％）
２．小テスト（０％）
３．レポート（０％）
４．課題成果（0％）
５．実地試験（０％）　　　　　以上の割合で後期評価とします。

授業計画・内容

担当教員 渋谷睦美

(  Dolphin　Training ) 授業
形態

演習
総時間
（単位）

前期

1科目名
（英）

ドルフィントレーニング
必修
選択

必修選択 年次



120 開講区分

8 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義と演習

3 ／ 演習

4 ／ 演習

5 ／ 演習

6 ／ 演習

7 ／ 演習

8 ／ 演習

9 ／ 演習

10 ／ 演習

11 ／ 演習

12 ／ 演習

13 ／ 演習

14 ／ 試験

15 ／ 講義

科目名
（英）

グルーミング演習Ⅰ
必修
選択

必修・選択必
修・選択等 年次 担当教員 三浦　悦子

(　　                 　　　　　　    ) 授業
形態

講義・演習・実
習等

総時間
（単位）

通年

1

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科・2年制（昼間Ⅰ部）

教員の略歴 動物系専門学校卒業後トリミングサロン勤務を経て独立

授業の学習内
容

実際にモデル犬を使って、基本的な道具の使い方、犬の扱い方を学びながら、ベーシックを習得する

到達目標　 基本的なグルーミング方法を身につけ、犬種別のベーシックが出来る様になる

評価方法と基準 １）定期テスト８０％　　　２）平常点20％

授業計画・内容

道具の使い方が理解できる 講義範囲の復習をする

演習の仕方が理解できる 演習範囲の復習をする

グルーミングが実践できる 演習範囲の予習・復習をする

グルーミングが実践できる 演習範囲の予習・復習をする

グルーミングが実践できる 演習範囲の予習・復習をする

グルーミングが実践できる 演習範囲の予習・復習をする

グルーミングが実践できる 演習範囲の予習・復習をする

グルーミングが実践できる 演習範囲の予習・復習をする

グルーミングが実践できる 演習範囲の予習・復習をする

グルーミングが実践できる 演習範囲の予習・復習をする

グルーミングが実践できる 演習範囲の予習・復習をする

グルーミングが実践できる 演習範囲の予習・復習をする

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　 

グルーミングテキスト

グルーミングが実践できる 演習範囲の予習・復習をする

演習範囲 演習範囲の予習・復習をする

まとめ 演習範囲を振り返る



30 開講区分

2 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 4/14 講義

2 4/21 講義

3 4/28 講義

4 5/12 講義

5 5/19 講義

6 5/26 講義

7 6/2 講義

8 6/16 講義

9 6/23 講義

10 6/30 講義

11 7/7 講義

12 7/14 講義

13 8/18 講義

14 9/1 試験

15 9/8 講義

　　【使用教科書・教材・参考書】　各回配布資料

各巻末資料の「まとめ」を解説する。

記述テスト

試験結果の質疑・回答および解説

　　準備学習　時間外学習 授業予定テーマの予習および各巻末まとめ問題の復習

原始的な条鰭類を知る。 　　　　　　　〃

現生硬骨魚類を知る。 　　　　　　　〃

　　　　　　　〃 　　　　　　　〃

浮力調整機能について知る。 　　　　　　　〃

現生円口類と大量絶滅の相関を知る。　　　　　　　〃

現生レリック（遺存種）を知る。 　　　　　　　〃

体形の種類や体色を知る。 　　　　　　　〃

浸透圧調整や鰓の機能を知る。 　　　　　　　〃

側線や母川回帰について知る。 　　　　　　　〃

種名・学名・和名の分類を知る。 配布資料巻末の「まとめ」を各自復習

命名規約、系統樹を知る。 　　　　　　　〃

基礎的構造や名称を知る。 　　　　　　　〃

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科・2年制（昼間Ⅰ部）

教員の略歴 民営、公立、公営の3形態の水族館に勤務、展示・教育普及部門を経験する。　学芸員有資格者

授業の学習内
容

水圏（海洋域・陸水域）にひろく分布する魚類の形態学、系統分類学、生態学を
総論と各論で学び、間口の広い理解力を培う。
近年、従来の定説が覆される事例も多いので最新の調査研究結果も紹介しながら授業を進
める。

到達目標　

①魚類生物学的諸研究の最新事情を把握する。
②分類学　リンネ式学名の成り立ち、運用について理解を深める。
③系統学　分類上の発展的な位置を確認する。
④産業・生態的に重要と考えられる分類群は特に取り上げて知見を得る。

評価方法と基準

記述試験６０％   授業内評価４０％
（記述試験 　：理解度、解説・文章力を評価）
（授業内評価：受講姿勢、発言および出席率を評価）

授業計画・内容

担当教員 岡村淳市

(　　 Fish　Biology        ) 授業
形態

講義
総時間
（単位）

前期・後期・通
年・集中等

1科目名
（英）

魚類研究　　
必修
選択

必修 年次


